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─新しいCEOを迎えてから、ルミ
レッズ社（Lumileds）の企業精神に変
化が見られ、それが新製品に現れてい
るように思います。2012年1月以
降に生じた変化についてお聞かせいた
だけますか。
　ルミレッズ社はこれまで常に、LEDに
おけるテクノロジーリーダーであり、イノ
ベーターであり続けてきた。LEDの迅速
な普及を促進し、ルミレッズ社の業界リ
ーダーとしての地位を強化するために、
我々は、次のいくつかの主要なステップ
に着手した。
（1）�ルミレッズ社の製品ポートフォリ

オを拡大して、すべての照明アプ
リケーションを対象とすること。
これは具体的には、当社が主力と
する高出力LEDポートフォリオに
加えて中出力および低出力のLED
も開発・提供すること、また、フ
リップチップダイの販売へと事業
を拡大することを意味している。

（2） �R&Dへの投資を拡大して、市場に
投入する製品数を増加すること。

（3）�半導体に関する深い専門知識を取

り入れて、既存のLED専門技術
を補完し、世界レベルの運用効率
とコスト改善を促進すること。

（4）�代理店ネットワークを拡大するこ
とによって、市場参入チャネルを
増加すること。

（5）�いくつかの大規模なITアップグレ
ードを実施して、ルミレッズ社が
保有するITインフラを世界最高水
準にすること。

─照明用LEDに対し、ルミレッズ社
はどのような戦略を立てていますか。
　ルミレッズ社は、照明分野のお客様
に対する最高のLEDサプライヤーにな
ることを目指しており、次のように達
成している。

・照明アプリケーション向けにLEDの
包括的なポートフォリオを提供する
こと（2012年に発表した製品は130
種類以上、2013年には250種類以
上を予定）

・�（最高水準のlm/Wを誇る）「LUXEON 
T」や「LUXEON M」といった最も
効率の高いLEDを提供すること

・各アプリケーション向けに最適化された特
定用途向けLEDを開発すること（屋外
用の「LUXEON M」、店舗用CDMス
ポットライト交換用の「LUXEON S」、
LED電球用の中出力LED、直管型
LED用の低出力LEDなど）

・お客様が最適な照明器具を開発できる
ように、最も包括的なアプリケーション
および技術サポートを提供すること

また、当社はアジアでの取り組み、特に、
日本、中国、韓国といった成長の著し
い市場における事業を強化している。

─今後3年間で、LED照明市場は
どのようになると予測しますか。新し
い企業が多数参入するでしょうか。そ
れとも数社の大規模企業へと統合され
るでしょうか。
　LED業界は、数社の大規模企業へ
と統合されていくと考える。つまり、
最高水準の発光効率（最大のlm/W）を
実現し、すべての主要な照明アプリケ
ーション向けにLED製品の完全なポー
トフォリオを保有し、コストを削減で
きるだけの製造規模を持ち、照明エン
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ドユーザーのニーズを本当に理解して
いる大手企業。この考えを踏まえ、当
社では、R&Dへの多大な投資を継続
してlm/Wを年間最大15%向上させ、
当社の製品ポートフォリオを急ピッチ
で拡大し、特定用途向けに最適化され
たLEDの提供を続けるとともに、当
社の製造能力を大幅に拡大している。
　全体的なシステムコストに占めるLED
のBOMコストの割合が、小さくなる
につれて、LED単価の引き下げはそれほ
ど重要ではなくなる。差別化はlm/W
性能によって牽引されるようになり、lm/W
性能がこれまでよりも格段に重要な要
素になる。ルミレッズ社は、業界最高
効率（lm/W）を実現するために、引き
続き投資していくつもりである。
　最後に、ほとんどの照明分野におい
て現在、LED採用率はわずか10%未
満にとどまっていることから、業界全
体にわたって莫大な成長機会が前途に
広がっている。従来の照明アプリケー
ションにおけるLEDの普及率増加に加
えて、調光機能、インテリジェント制
御、スマートセンサ、無線対応照明と
いった、いくつかの斬新で革新的なア
プリケーションが登場することになる。

─LEDはコモディティ化が進行し
ています。ルミレッズ社は、コモディ
ティ化に向けたこの動きをどのように
見ていますか。
　コモディティ製品とは、市場におけ
る差別化がほとんど、あるいはまった
くなく、サプライヤによる差異がほと
んどない製品を指す。LEDは、それと
は大きくかけ離れた状態にある。LED
は実際のところ、ますますアプリケーシ
ョン固有のものになりつつあり、特定の
照明デザインのニーズを最適に満たすた
めのカスタマイズを必要とする。例えば
ルミレッズ社は、屋外アプリケーション

をターゲットに「LUXEON M」を、ス
ポットライトとセラミック放電メタルハラ
イド（CDM：Ceramic Discharge Metal-
Halide）スポットライトをターゲットに

「LUXEON S」を開発している。どち
らも、かなりの規模でお客様に採用さ
れており、市場での成功を収めている。
　中出力といったコモディティに近い
製品でも、より高い性能を持つ製品は
市場において高い価値を持ち、実際、
高度な製品を求めるお客様は、単価が
低いことよりもLED性能が高いこと
を重視している。当社は、性能面にお
いて業界をリードすることを目標とし
ており、今後も、最も効率の高い製品
を提供することによって、中出力およ
び低出力製品における差別化を推進し
ていくつもりである。

─ルミレッズ社は「親会社を最優先
する企業」という評価があります。オラ
ンダのフィリップス・ライティング社と
はどのような関係にありますか。社内
顧客（系列企業）と社外顧客のニーズの
バランスをどのようにとっていますか。
　フィリップス・ライティング社とフィ
リップス・ルミレッズ社はともに、ルミ
レッズ社が真に成功を収めるには、グ
ローバルな規模を確立し、フィリップ
ス・ライティング社だけでなく市場全
体に製品を提供する必要があるという
点において見解が完全に一致してい
る。そのため、ルミレッズ社は長年に
わたり、あらゆる地域においてまさに
グローバルな顧客ベースに対し、製品
を提供してきた。その中には、フィリ
ップス・ライティング社に競合する企
業もいくつか含まれる。当社は、照明
市場全体を対象にするというこの戦略
を今後も継続していく。
　当社の世界中のお客様とフィリップ
ス・ライティング社の両方の機密情報

を保護するために、ルミレッズ社は数
年以上前から、両者に対して異なるセ
ールスおよびアプリケーションサポー
トチームを配備している。世界中のお
客様を担当する専任のセールスおよび
アプリケーションサポートチームと、
フィリップス・ライティング社を担当す
る別の専任チームが存在し、両者の間
に情報のやり取りや共有は一切ない。
当社は数年以上にわたってこの分離を
適切に維持して、すべてのお客様の機
密情報を保護しており、それが成功し
ていることは、フィリップス・ライティ
ング社と競合するにもかかわらず、ル
ミレッズ社を主要なLEDサプライヤー
として選択するお客様が数百社にも及
ぶことに表れている。当社はこの運営
体制を維持し、真にグローバルで多様
な顧客ベースに対する適切なサービス
の提供に尽力していくつもりである。

─照明が最大の市場であることに変
わりはありませんが、ルミレッズ社は
フラッシュや車載用のLEDにおいても
トップ企業の1社です。この2つの分
野における貴社の製品戦略についてお
聞かせください。
　1999年の創設以来、車載照明はフィリッ
プス・ルミレッズ社の重点分野の1つであ
る。当社は、AlInGaP LED（「SnapLED」
と「 SuperFlux 」） と InGaN LED

（「LUXEON K2」と「LUXEON Rebel」）
を世界で初めて開発し、それによって、
ストップランプや昼間走行用ライト

（DRL：Daytime Running Lamp）など、
「それまでは不可能だった」車載LED機
能を可能にした。
　LEDに対する情熱と、フィリップス
社の車載照明に関する広範な知識によ
って、当社は、性能や信頼性の面にお
いて車載分野での要求条件を上回るこ
とを目的に、ゼロから設計されたLED
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パッケージを提供することができる。
フィリップス・ルミレッズ社は今後12カ
月間で、一連の中出力および高出力車
載用LEDを発表する予定である。こ
れらの製品は、お客様が光源に対して
常に望んできた柔軟性を提供し、ユニ
ークで新しい形のスタイルの実現を可
能にする。

・「LUXEON F」は、「LUXEON Rebel」
のあらゆる側面における優れた性能
をそのままに、パッケージサイズを
LUXEON Rebelの3分の1に、熱抵
抗をわずか半分にして、ライトガイド
DRL や前部方向指示灯、配光制御
可能なハイ&ロービーム、マトリック
スビーム、費用対効果の高いフロント
フォグランプ機能をターゲットにする。
当社は、高温状態で1000ルーメンを
超える性能を実 現する、次 世 代

「LUXEON Altilon」も発表する予定
である。自動車内の非常に厳しい動
作環境において高い性能を達成す
ることを目指したLUXEON Fと
LUXEON Altilonは、高温状態でビ
ニングされる業界初の車載用LEDと
して、お客様の設計プロセスを大幅
に簡素化することが期待されている。

・またルミレッズ社は、SnapLED（発光色：
Red-Orange）と「SnapLED Xtreme」
の新製品を第3四半期に発表する予
定である。SnapLED Xtremeは、平
均45lmの楕円形のこうもりの翼のよ
うな形をしたユニークな配光パターン
を形成し、最小数のLEDで費用対
効果に優れ た均等配光のテールライ
ト機能を実現する。

・最後に、40K/Wという低い熱抵抗、
135°Cという高いジャンクション温
度、最小光束18lmを特徴とする表
面実装「Red-Orange PLCC4」パッ
ケージを提供開始する予定である。

　ルミレッズ社は、フラッシュアプリ

ケーション向けLEDのトップサプライ
ヤーであり、今後もこの分野のイノベ
ーションを推進していく。当社の最新
製品におけるイノベーションとしては、
業界最高水準の色度の角度依存性

（COA：color over angle）および光束
密度を維持しつつ、300ルーメンを超
える光束を達成したことや、より薄い
LEDとフラッシュモジュールを実現し
て、スマートフォンに対するさらに薄
型の新しいフォームファクタを可能に
したことなどが挙げられる。

─アジア、特に世界最大市場の1つ
である中国におけるルミレッズ社の戦
略をお聞かせください。
　ルミレッズ社は、最も成長著しい
LED市場がアジア、特に中国と日本に
あることを認識している。ご存知かもし
れないが、ルミレッズ社は古くから、ア
ジアに大規模製造施設を保有しており、
シンガポールには最先端ウエハファブ、
マレーシアのペナンにはバックエンド工
程のLEDパッケージング工場が2つある。
　当社は最近、複数の世界レベルの大
手販売代理店と提携し、中国およびそ
の他のアジア地域における市場参入チ
ャネルを大幅に拡大した。また、当社
の製品ポートフォリオも拡大し、中国
市場と日本市場を特にターゲットとし
た製品を追加している。最後に、上海
において開発エンジニアのチームを結
成し、中国における技術的専門知識を
大きく拡充した。このチームは、光学
設計、電子設計、熱設計、システム設
計に関する専門的な設計技術によっ
て、当社のお客様をサポートしていく。

─アジア企業が中出力分野を占有す
る中、ルミレッズ社はこの分野におい
てどのように競争するつもりですか。
　ルミレッズ社は、2012年初頭に同

社初の中出力製品を発表し、続く12
カ月間で、市場最高性能を誇る製品の
1つである「LUXEON 3535L」を含む
複数の製品を追加して、同社の中出力
製品ファミリを拡充した。当社は引き
続き、中出力製品ファミリを拡充する
予定で、今後数四半期で複数のさらな
る新製品を発表する計画である。
　高出力製品と同様に、ルミレッズ社
は中出力製品においても、最高効率

（lm/W）の製品を提供すること、当社
のLED製品を特定の照明用途向けに
最適化すること、規模拡大と大量生産
によってコストを大幅に削減すること
により、成功を目指していく。

─ルミレッズ社の今後5年間の展望
をお聞かせください。
　市場では、一般照明、スマートフォ
ンなどの民生機器、車載アプリケーシ
ョンにおいて、LEDの普及が大きく進
行するだろうと見ている。実際、街灯
や電球といったいくつかの照明分野に
おいて、LED普及率は50%を超える
であろう。また、フラッシュや車載分
野においても、2ケタ成長が続くこと
が見込まれている。全体的なLED業
界は、現在よりもかなり規模が大きく
なり、フィリップス・ルミレッズ社は、
LEDの大手グローバルサプライヤーの
1社としての地位を確保し続けること
になるであろう。
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